
企 業 名 水谷精工株式会社 

実 行 日 ２０２３年９月２９日 

実施時期 ２０２６年１月 

コメント 

ＫＰＩ達成に向け順調に進んでいる。 

① 温室効果ガス排出量の削減 

【２０２４年度までに温室効果ガス排出量の算定を開始する】 

・２０２６年１月時点では、取引先からの開示要請や削減要請がないことから算定には未着手。

ただし、新たに導入する機械設備については、ＣＯ₂排出量の少ない省エネルギー性能の高い

機械を選定するなど、環境に配慮した設備導入に努めていることを確認した。 

② 環境に配慮した経営 

【年１回の水質検査実施による海洋汚染防止の徹底】 

【ＩＳＯ１４００１の継続更新】 

・２０２４年度は水質検査の実施には至らなかったものの、排水フィルターの交換は定期的に 

実施していることを確認した。また、ＩＳＯ１４００１の継続更新により、環境マネジメント

システムに基づいた環境配慮型の経営に取り組んでいる。 

③ 水冷式軸受箱の安定供給 

【ＩＳＯ９００１の継続更新】 

・ＩＳＯ９００１は継続して更新していることを確認した。 

④ オートクランパ事業の拡大 

【形鋼の圧延ライン以外でも使用可能で、鉄鋼メーカーにおける作業の安全性向上に寄与する 

オートクランパの開発】 

・２０２５年９月期のオートクランパの受注状況は、前年と同水準で推移していることを確認 

した。 

⑤ 半導体製造機械部品事業の拡大 

【２０３０年までに半導体製造機械部品の売上を全体売上の３０％まで拡大する】 

・２０２５年９月期の半導体製造機械部品の売上は、全体売上の１０％弱で推移していることを

確認した。売上拡大に向けては新規取引先の獲得が重要であり、営業活動に注力している。 

⑥ 従業員の育成 

【全従業員が年１回以上研修に参加する】 

・外部研修への社員参加を実施している。また、今期はパワーハラスメントおよびセクシュアル

ハラスメントに関するコンプライアンス研修を全社員で実施する方針である。 

⑦ ダイバーシティの推進 

【外国籍社員を毎年１人以上採用する】 

・２０２５年９月期に外国籍社員（インドネシア）を新たに２名採用したことを確認した。 

⑧ 安心・安全な職場環境の提供 

【毎年、重大な労働災害発生件数０件を継続する】 

・２０２４年度は労働災害０件を継続していることを確認した。 

【従業員の健康診断受診率１００％を継続する】 

・健康診断受診率は１００％を維持している。今後は健康経営優良法人認定の取得を検討して                

いることを確認した。 
 
 
 
 


